
泉北の現場のリアルを学ぶ
オンライン座談会

公益財団法⼈泉北のまちと暮らしを考える財団理事
ＮＰＯ法⼈ＳＥＩＮコミュニティLab所⻑

宝楽 陸寛 2024年3月18日

講義の流れ

1. ［本日のポイントの確認］・・・１分

2. ［自己紹介］ ・・・ ２分

3. ［背景］ ・・・ ５分

宝楽の活動の源泉について

4. ［泉北ニュータウンを知ろう］ ・・・ 1０分

全国のニュータウンと比較した泉北ニュータウンの姿

6. ［基本姿勢］ ・・・ ５分

活動の進め方

7. ［課題把握・基本的な考え方］ ・・・ 5分

8. ［課題を掴んだ未来の取り組みから考えてみる］ ・・・ 1５分

住民の声をベースに課題解決の先行事例を学ぶ

9. ［まとめ］ ・・・ ３分
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［本⽇のポイントの確認］

4

本⽇お伝えしたい事例「泉北ニュータウン・茶⼭台団地」について

がんばりたくてもがんばれなくなった地域（茶山台）での地域の声
をもとに生まれた複合型コミュニティ事業の取り組みを事例を
お伝えします。

動けない実情 住⺠の声から コミュニティ複合化 新しい仲間の増加

地域のニーズ（満足度
と重要度の差）
→一番利用してほしい
当事者像を明確に

居場所づくり
→参加と協力の機会提供

新しい関わりの機会増加
→参加する仲間が増える

来てほしい住⺠の
声は何︖

どんなコミュニティ
にしたい︖

どんな変化が待っ
ている︖

ポイント２ ポイント３ ポイント４

どんな声を一番に？しますか 何を活用して何をする？ どんな変化を作りたい？

地域に必要な
テーマは何︖

ポイント１

テーマを選ぼう

事例の場合

検討するテーマ
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［⾃⼰紹介］
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丘の上の惣菜屋さんやまわけキッチン
大阪府住宅供給公社

▼
大阪府住宅供給公社の団地再編プロ
ジェクトのモデル地区。茶山台団地に
おける暮らしやすいさを高めるため、
集会所を使った居場所づくりや惣菜屋
さんを住民と起業し運営している

いずみがおか広場つながるDays
南海電鉄株式会社泉北事業部

▼
乗降客数約５万人の泉ヶ丘駅前を中
心とする事業者・市民によるエリア
マネジメント組織の準備にむけた
マーケットイベントを協働している

団地５０％以上のエリアの
住民主体のエリアマネジメント

企業と市民の
エリアマネジメント

コミュニティ財団
×

まちの家事室
▼

地域連携の協議体
を立ち上げ地域課題をコーディ
ネーションする機関と施設を運

営している。

学校と地域による
エリアマネジメント

泉北ニュータウンで地域中心のまちづくりを実践
⽇常⽣活圏である⼩規模地域（⼩学校区単位）の内外で住⺠が参画し協働の機会を得ながら、既存の事業の統合や分野を横断するまちづくりを⽀
えます。マネジメントチーム構築や調査を中⼼において、ニュータウンでの住⺠⾃治モデル構築に取り組んでいます。地域を⽀える伝統的な事業
の再構築から新たな⽣活⽀援のしくみづくりまで、あらゆる地域組織のパイプ役を担っています。

講師紹介

中間
支援

企業
協働

プレ
イヤー

得意技を持つ市民
×

エリアマネジメント
▼

食を通じて新しいコミュティを
泉ヶ丘駅前に生み出すために、
南海電鉄さんとNPOにて、泉北
ニュータウンの魅力を発信する

食堂を運営している。

市民の
食のコーディネート

市民
参加
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何を考えているかもっと詳しく知りたい︕
そんな⽅は下記QRコードからご参照ください

現役世代が地域活動を立ち
上げるために必要なことと
は？／2022年度「大阪え
えまちアカデミー報告会」
レポート

地域活動を立ち上げる際の
重要なポイントがわかる－
『チョイサポしのだ』の
ケースから：大阪ええまち
アカデミー2022＜入門編
＞第1回サマリー

建築の専⾨学会誌にて「ま
ちの家事室を作りたい︕参
画と協⼒を⽣み出す居場所
ができるまで」

Youtube
会⻑対談シリーズVol.2
泉北のまちと暮らしを考え
る財団「泉北からニュータ
ウン⾰命を起こす財団のあ
り⽅」

Youtube
１８歳代表（ASOVIVA）
対談 】Vol.2 宝楽陸寛⽒ 
(公益財団法⼈ 泉北のまち
と暮らしを考える財団 代
表理事)

“お互い様”が詰まった公共
冷蔵庫「コミュニティフ
リッジ」を活用した新たな
子育て支援【かんさい情報
ネット ten.特集
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宝楽陸寛について

２０年目を迎える中間支援組織
コミュニティ支援担当

泉北ニュータウン
まちびらき５０周年を機に生まれた
コミュニティ財団代表理事

現在１１歳の娘を育てる
茶山台団地自治会長
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寝ても覚めてもニュータウン 芸⼈

南海オンデマンドバス Amazonで場作りについて本売ってます
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［背景］
宝楽の活動の源泉について
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イメージ写真

得意なのは関係⼈⼝・交流⼈⼝が増えるコーディネーション

⼦どもの⼈⼝減少
これから⾼齢化急加速↑ 当たり前ができない地域に

茶山台校区(R5年4月)
36.6%

当たり前が変わり始めている体験①
頑張りたくても頑張れない たった10年で起きる変化

13

茶山台校区(H22年4月)
24.9%

高齢化率
23.86％

高齢化率
34.67％

現在、私が連合自治副会長
を務める茶山台では

①見守り隊が年3名減
②花壇清掃は任意
③連合役員後期高齢者
④単位自治会の解散脱退
⑤コロナで中断した
夏祭りを復活できない

↓
自治会組織が
交流機能→生活維持
に集中せざる得ない状況に

【出典】総務省「国勢調査」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」



解決に必要な気づき 地域の中で本当は必要なのに空いている⽳がある
■NPO、町会（自治会）等の活動内容

子育て支援 趣味、交流活動 日常生活支援 高齢者支援 地域環境

健康機会の提供

町会（自治会）等

子ども会活動
清掃　・除草
防犯灯・カメラ設置
自主防災組織

見守り活動
老人会活動

小学校見守り隊

民生・児童委員、福祉委員会
見守り活動
安否確認
認知症予防

サロン活動お元気ですか？訪問
育児サークル

登下校の見守り

　　　学校
放課後児童対策

　　　公園愛護会等
公園清掃・管理

　　　U２クラブ
公園清掃

公社・UR等
住宅提供・DIY
防災備品の提供
大学連携・学割制度

生活支援アドバイザー
ICT 見守り

DIY のいえ
DIY 工房 修理サポート

困りごと支援

みなみ花咲く
まちづくり
推進協議会
花いっぱい活動

NPO法人 SEIN
集会所による居場所
異世代交流

惣菜販売
弁当配達

見守り活動
安否確認

グランドオーク百寿
カフェ

地域密着型
特別養護老人ホーム日用品の買い物

地域包括
生活の困りごと支援 相談窓口

認知症サポート
安否確認

ちょっとバン
自然体験
居場所

　　　グループスコーレ
サロン活動

PTA
学校サポート・行事

　　　ちゃやミーツ
ちゃやフェス
魅力発信

　　　いずみ健老大学
生涯学習

NPO法人団地ライフラボ at 茶山台
ちゃべり場
（中学生の居場所）

みんなの保健室
見守り活動

手芸サークル

しらゆりの会
（U２クラブ）

野菜の移動販売
　　　戎野青果

週１日の卓球
　　　卓球部

まちかど保健室

　　　泉北レモンの街ストーリー
レモン畑

　　　RE EDIT
団地の魅力情報発信

茶山台の情報発信

スーパーの移動販売
　　　とくし丸（B団地）

　　　ちゃやま会議
16棟マルシェ等団地内
イベント企画・実施

見守りためには

日常的なつながり必要
でもつながりを支える

福祉活動がストップ！

住民
の
暮らし

居場所 相談できる
場所

買い物を
支える

相談できる
場所

これまでの自治会コミュニティ
は「交流」で支えていた

でも後期高齢者が
高齢者の５０％を超えた

茶山台では
「事業」の重なりが必要に！

※別々ではなく一緒にできることはする
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⼦どもの⼈⼝減少↓
これから⾼齢化急加速↑、地縁コミュニティが崩れはじめる

＊20年近く一人暮らし・団地の3階
＊2人息子や親族は関東に生活拠点・夫を早くに死別。
元々、腎臓も悪く、女手一つで子どもを育てる。
＊認知症がコロナ禍で急加速し
本人は「施設にはお世話にならない」
家族は関東に住んでいるため「無理強いできない」
半年前に、家で転倒。
肋骨と、左指にヒビが入り絶対安静になる。

☎病院から御近所さんにTEL
予約日が決まったことを伝えるために、電話をしても出ない。
同じ病院に通う近所の住民さんに「見に行ってほしい」と連絡が入る。

⚠インターホンや電話をしても出ない。
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当たり前が変わり始めている体験②
制度が充実しているからこそのカベ



「顔の⾒える」関係でも、、、本⼈の尊重と専⾨性の壁
家族ご本人地域ボランティア

① その日の深夜・・・母親と再開
その後、手術を断念

① 深夜２４時半死亡

① 「鍵開けてくれー」「ちょっと待って」この
やりとりが30分続く。

② 「救急車よぶか？」という問いにも
「絶対呼ばないで」と答えるため、
ケアマネやヘルパーが車で、最初の
発見者の住民さんが待機する。

③ ケアマネやヘルパーが車で、最初の発
見者の住民さんが待機する。しきりに
「腰とお腹が痛い」とおっしゃられる。

④ 説得され病院に、病院の診断では、腸
が破裂し、便が出て、細菌が悪さをし
ている。緊急手術が必要との診断。

① インターホンや電話をしても出ない
② 待ちきれず、窓を割って侵入。トイ

レの前で倒れている住民さんを発見
する。

自主性
の尊重

不法侵入
大家でも
手続きに
時間

地域包括
ヘルパー
鍵は
預かれない
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解決に必要な気づき 場所ができるから、「桶屋が儲かる」

多様場所ができると多様な声が集積 地域無いネットワークの連携 一人の声を見逃さない 私の声って伝えて良いんだ

復活子ども会

としょかん

実行委員会

やまわけキッ
チン

DaddysBar

状況に

応じて
コミュニティ
が連携
する

茶交会

ちゃやミーツ

ちゃやま

会議

みんなでプラレール

歴史小説まわし読み

友達とシルバニア

夏休みの宿題一人で
できない

実行委員会形式で定期的に声を集め
て、小さなコミュニティをサポートする

こんな事した

いな

諦めかけた

とりあえず伝
える

できるチーム
を探す

とりあえず

やってみる

誰かの声を人物図鑑でつないでいく
コーディネーターの増加

場所ができる
||

声が集まる

声が集まる
と

ほっとけない︕

ほっとけない︕
から
声が

地域の問いになる

声が
地域の問いになる

から
あきらめない︕
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当たり前が変わり始めている体験③
頑張るほど冷めてしまう冷気循環
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主体的な参加
増加

活動の意味が
共有されない

対話促進

内発的な

動機づけ

二度とやらない

無関心層

増加

一年我慢

情報が

断片的

活動の
意味

体験的に

共有 共有無し

しなくちゃ

いけない

仕方なく

関わらない

暖気循環 冷気循環

本来の自治会活動の目的 行政との協働・または補助金助成金

①災害時にお互いさんで支えあえる関係
防犯・交通などの地域の安全

防犯灯・カー日ミラーなど設置・管理
防災マップ・災害支援物資の備え

②環境美化（ゴミ収集の管理や清掃、公園美化）
ごみ収集所の管理
共有地としての公園管理

③文化・レクレーション活動 ご近所付き合い 地域活動補助金／会館補助

④子ども会・老人会を含む見守り型福祉活動 敬老の日の記念品／校区福祉委員会支援

⑤代弁機能→市への陳情・意見取りまとめ 広報物等の配布／回覧・ポスター資料配布

⑥役員会・総会などの開催 民生・児童委員の推薦

互助活動
＋α
公的補助金
の負担
＝責任大

地域活動が
継続してきた
意味

解決に必要な気づき やればやるほど、温まる地域コミュニティ
みんなでシルバニアしたい！の
声から生まれたティーパーティー

誰かの困ったは、知らない誰かの困りごと
実行委員会形式でつぶやきを拾う
小さなコミュニティの重なりに舵を切り、
実行委員会形式で多様なメンバーで構成す
る居場所運営を実施。

あるとき、「お家のシルバニアで一人で遊
んでも楽しくない。みんなで遊べないか
な」という１年生の児童。

会議で話し合い、シルバニアファミリーの
寄付を呼びかけると、引退したおもちゃが
５セット集まる。

さらに、「ドレスアップして遊べないか
な」という声から、シルバニア＆ドレス
アップティーパーティーを開催。

寄付が集まる

シルバニアパーティー

その背景にゼロ縁マーケット
という物々交換文化

地域って
まだまだ
できることある
という
気づき体験
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［泉北ニュータウンを知ろう］
全国のニュータウンと⽐較した

泉北ニュータウンの姿

泉北ニュータウンの
現在地ってご存知でしょうか︖

20
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千里ニュータウン

泉北ニュータウン

千里ニュータウン
・1962年まちびらき
 ・国土軸に面し、新大阪駅や

 都心部へのアクセスが良い
 ・新規機能のスクラップ＆ビルド

 が進んでいる

泉北ニュータウン
・1967年まちびらき
 ・千里ニュータウンと比較すると、

ポテンシャルが低い

既存ストックのリノベーションを推
進

大阪におけるニュータウン



人 口：127,257人（南区：149,385人）
世帯数：  5７,841世帯（南区：66,277世
帯）

（平成28年 3月末住民基本台帳）
高齢化率 ３３．２％（後期高齢者＋

・宮山台

・竹城台

・茶山台
・若松台

・槇塚台

・桃山台

・原山台

・庭代台

・御池台

・赤坂台

・新檜尾台

・鴨谷台

・城山台

・晴美台
・高倉台

・三原台

光明池地区

栂地区

泉ヶ丘地区

＊大阪都心まで約25㎞
南海本線・高野線 難波駅まで約30分

         関西空港駅まで約60分

関西国際空港

難波駅

事業主体 大阪府企業局

事業期間 昭和40年12月～昭和58年3月

入居開始 昭和42年12月

開発面積 約1,557ha（堺市:1,511ha）

地区、住区 3地区、16住区

計画戸数 約54,000戸（堺市:53,500戸）

計画人口 約18万人

千里ニュータウンと並ぶ大阪府内最大のニュータウン 
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ニュータウンは日本の縮図

全国にニュータウンがどれだけ存在するか
ご存知でしょうか？

２９０３
住宅団地について、国土交通省が地方
公共団体を対象とした調査を実施。平成
29年度に実施した2回の調査に引き続き、
平成30年度に追加調査を実施。

「住宅団地」の定義：「全国のニュータウ
ンリスト」及び「地方公共団体が「住宅団
地」と判断した住宅市街地」

資料名
全国の住宅団地リストについて

○住宅団地リストの作成方法

全国の市区町村に対するアンケート調
査（平成29年度及び平成30年度実施）に
より、住宅団地リ ス
トを作成。
https://www.mlit.go.jp/jutakukentiku/ho
use/jutakukentiku_house_mn5_000016.h
tml 23



ニュータウン＝⾼齢化なのか︖と考えました・・・

日経テレコンで検索

ニュータウン
該当記事
→13,520件

報道では
・オールドニュータウン
・高齢化
・買い物難民
and more・・・

24

洛西ニュータウン
泉北ニュータウン

千里ニュータウン

多摩ニュータウン

伊奈
埼玉県

ニュータウンは日本の縮図
ニュータウンの社会課題は⽇本の縮図です。その中でも、⽇本中がぶつかる壁「⾼齢化」。これからの泉北ニュータウンを考えるにあたって、泉 
北ニュータウンの現在地と、住⺠とともにスマートシティを進めるためのポイントを学びます。座談会では、泉北ニュータウンを考える上で必要
となる、まちづ くりの現場⽬線でのエビデンスに基づいた課題把握の視点を学べます
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はるみ小

槇塚台小

泉北高倉小

三原台小

竹城台小

(竹城台東小)

宮山台小

上神谷小

茶山台小

若松台小

美木多小

城山台小

赤坂台小新檜尾台小

御池台小

庭代台小

原山台小

(東小含む) 

桃山台小

（福泉中央小含む）

-3.0% -2.0% -1.0% 0.0% 1.0% 2.0%

今後5年後の子ども人口の伸び率

高齢者率

公的賃貸居住率 50％超
高齢者率と今後5年の子ども人口推計
（小学校区ごと・国勢調査・住民基本台帳）

ニュータウンでも地域特性が違う ２０１５年

高齢者↑子ども↓ 高齢者↑子ども↑

高齢者↓子ども↓

高齢者↓子ども↑

27

はるみ小 槇塚台小（NT）

槇塚台小（

逆瀬川）

泉北高倉小

三原台小

竹城台東小

宮山台小上神谷小

茶山台小

若松台小

美木多小

城山台小

赤坂台小

新檜尾台小

御池台小

庭代台小

原山台小

福泉中央小

桃山台小

15.00%

20.00%

25.00%

30.00%

35.00%

40.00%

45.00%

-4.00% -3.00% -2.00% -1.00% 0.00% 1.00% 2.00% 3.00% 4.00% 5.00% 6.00% 7.00%

ニュータウンでも地域特性が違う ２０２０
高齢者↑子ども↓ 高齢者↑子ども↑

高齢者↓子ども↓ 高齢者↓子ども↑

高齢者平均 34,1%

子ども
人口のび率
-5.8%

２０２０年国勢調査より
※子どもの人口の伸率は

幼少児の人口比率を子ども人口の伸び率として推計

今後5年後の子ども人口の伸び率

高齢者平均



ニュータウンにおける買い物難⺠

① ⾼齢者（65歳〜）で
② 介護の必要がない⽅及び要⽀援1・2の⽅で
③ ⾷料品・⽇⽤品等の⽇常の買い物が困難⼜は不便な状況
に置かれている⽅々が対象と想定しました。

要介護
５，８３６人

2017年 9 月末時
点統計から

堺市南区認定率
推計値

21%

一人暮らし
５,９１６人

免許なし・免許返納
推計 ２,８２２人

要介護でない＋要支援１・２
＊４１，０１２人

＊内 ２人に１人免許所持していない 推計１９，５６８人

▶現在免許を持たない多くの⾼齢者は「おでかけ応援カード」で
バスでの移動を積極的に活⽤されており、元気に買い物できる環境がされている
▶実は、多くの⾼齢者の⽅が、要介護でない＋要⽀援１・２であり買い物難⺠の再定義が必要

平成２７年国勢調査・堺市介護保険認定率より推計・平成２９年運転免許統計

高齢化について ニュータウンにおける買い物難民はいるのか？

28

府営住宅15,797戸(53.5%)
UR賃貸住宅8,324戸(28.2%)
府公社賃貸住宅5,385戸(18.3%)

これらの８割以上が築40年以上

公的賃貸住宅

29,506戸

50.8%

民間賃貸住宅等

1.3%

分譲マンション

19.7%

戸建住宅等

28.2%

泉北ニュータウンの住宅種類別現況
全体約 58,100戸

泉北ニュータウン公的賃貸住宅再生計画（H23.5月）より引用

大量の公的賃貸住宅が老朽化

※新規供給可能な大きな土地はほとんどなし

▶若年層のニーズに適した賃貸住宅の不足
＋住宅環境特有の社会的孤立の加速(ニーズに上がりにくい) 29



暮らし中心のまち＝事業所数が圧倒的に少ない

出典 SENBOKU New Design P11

30

２の回答についての調査①
泉北ニュータウン内の⼩学校PTAの協⼒を得て、新型コロナ対策に関する⼦どもや保護者への影響についてアンケート調査を⾏っ
た。(2020年4⽉／有効回答89 保護者約50% 調査主体 茶⼭台⼩学校PTA／本財団分析)

約半数の親が休校中の子どもを
一人で見ている

▼
47.8％の家庭が。家族構成に関係なく、一人で子どもを見て

おられました。

なお緊急事態宣⾔が開けた7⽉にもワンオペ育児の状況をアン
ケート調査したが、⽐率は⼤きく変わらず、泉北ニュータウンの
保護者のワンオペ育児による⼦育て負担が⾼くなっている可能性
が表⾯化した。

子どもを一人でみているご家庭の不安の声
収入が減った 外出も子どもと一緒
在宅勤務になった預け先がない

預けている・一人で子どもを見ていない家庭の預け方
祖父母に預ける 学童
夫婦で休みを調整している

保護者の７８％が
悩みや困りごとを誰かに相談したいと回答

ワンオペ育児は家族形態に関係なく常態化しており、相談したいという声

ニュータウンで注目している課題

31



泉北ニュータウン茶⼭台団地の住⺠の協⼒を得て、暮らしの不安や困りごとなどを把握するためのアンケート調査を⾏った(2021
年1⽉／792⼾配布・有効回答213通27% 調査主体 NPO法⼈SEIN・NICTの共同研究調査)

公的な社会資源へは相談を行っていない

77.5%
35.2%

50.7%
27.2%

3.3%
2.8%

0.5%
3.8%

9.4%
2.8%
2.8%

4.7%
3.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

１． 家族

２． 親戚

３． 友人・知人

４． 近所の人

５．町会・自治会の人

６．民生委員・児童委員

７．校区福祉委員会のボランティア

８． 地域包括支援センター

９．市役所

10．社会福祉協議会

11．福祉サービス事業者

12．頼りにする人はいない

無回答

困ったときに頼りにする人はどなたですか？

公
共
的
$
社
会
資
源

)
*
接
点
-
少
$
/

自助

共助

公助

N=213

困りごとは 「自助」で解決しないといけない状況に追い込まれている。
特に地域で既に活動している多様な社会資源が届いているのは、４０代～６０代の数％のみ（次ページ参
照）、子育て世帯へは、ほぼ届いていないという事実が分かっている。

日
常
*SOS

*
2
3
4
5

▶

32

［基本姿勢］
活動の進め⽅

33



フェーズ１
分析

フェーズ２
共有

フェーズ３
設計

フェーズ４
実⾏

仲間集め
地域の声
を
問いに

事業計画 ⼩さく
試⾏する

地域にとってのコレクティブインパクトプロセスが重要です。
特に「分析フェーズ」から、地域内での「共有フェーズ」が重
要です。

地域の⼒を総動員できる取り組みをどう⽣み出すのか︖

34
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テーマ候補
選定

当事者
理解

問題構造
分析

プレイヤー
分析 共有化

解決事業
設計

事務局機能
組織化

必要資源の
調達 事業の試行

事業の実行

定例会議

実施

評価・改善

フェーズ１

分析

フェーズ２
共有

フェーズ３
設計

フェーズ４
実⾏

そのために、地域の背景、コミュニティのニーズに向き合う

◀仮説を設定



地域課題
仮説設定

地域の
実態把握

プレイヤー
分析

当事者
理解

問題構造
分析

ビジョン
設計

共有化 設計

POINT１ POINT２ POINT３ POINT４ ★ POINT５ ★ POINT６ ★ POINT７!
"
#
$

深
&
'
(
&
)
問
+

起
-
'
変
化

地域や社会に

届いていない
声は誰の声
か？

地域のどこに

影響を及ぼし
ているか？

市民参加が

なぜ必要なの
か？

地域の強み・
資源は何か？

現状の地域の

課題のトピック
は何か？

現状の地域の

課題解決での
地域内の関係
性の状態は？

やり抜きたい

＆やり抜けそ
うな仲間が３

人いるか？

同じテーマに

取り組むプレ
イヤーを把握
しているか？

プレイヤーの「強

み」「課題」「関係
性」を把握できて
いるか？

「高優先度の

当事者特定」
ができている
か？

当事者の声を

聴き、実態を
調べられてい
るか？

地域の本質的

なニーズに
沿っているの
か？ 

問題の下流〜

上流までを把
握している
か？ 

誰もが繰返す
地域の本質的

なニーズに沿っ
ているか？

その問題構造を

支えている他プ
レイヤーの守備
範囲は？

地域での機運機
運のための共有

するキーワードは
適切であるか？

活動に集う中

心プレイヤー
選定は適切
か？

システム全体を 体
感＋理屈で理解・

共有できる機会は
用意されているか

地域の声を中

心に据えた事
業設計は適切
か？

共感を広げる

ための取り組
みは適切か？

関係人口が広

がる設計に
なっている
か？

コレクティブインパクト的な地域での問いの深め方

地域特性に応

じた、地域の
困りごとを解

決するための
事業設計。

当事者

プレイヤー

当事者

ほっと
かっれ

へん！

◯◯さん
の問題意識

と同じ

課題構造図での把握 取り組むべき市民目線の
解決策が共有

課題解決の視点が共有され
財団設立と共通アジェンダ化加速

市民

プレイヤー

中心
プレイヤー

一分野
では

みえない
資源の
可能性

あくまでフェーズと
ポイントは目安です

36

［課題把握・基本的な考え⽅］
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地域の声に気づく
（住民ヒアリング）

▼
声を集める混ぜる
（アンケート）

▼
声を地域の問いにする

（分析）

関係者を見える化する
（行事・会議の棚卸し）

▼

行動する当事者や
代弁者を見出す

（アンケートを元に対話）

▼
事業の仕組みを考える

地域の声を
⾒える化する

取り組む ふりかえる

地域内の活動を合体したり、
変わりの方法を考える

▼
複数の活動を
仕組み化する

▼
仕組みを成長させるため

組織として部会を設立する
（組織の棚卸し）

調査を通じて地域での実装をイメージする 役割について

ファシリテーション

サポーター

プロデューサー

プランナー

コーディネーター

プロデューサー

コーディネーター

プロデューサー

プロデューサー・サポーター

プロジェクトマネージャー

38

組織が変化するための鉄板プロセス

ＳＴＥＰ１
意味を共有する

ＳＴＥＰ２
対話を促す

ＳＴＥＰ３
動機づける

ＳＴＥＰ４
学習する

ＳＴＥＰ５
循環をつくる

組織が変化するための５つのステップ

住⺠主体で取り組む組織は「なぜ」の共有
しなくちゃではなく「したい」を⽣み出すために
「地域の声」に向き合うことからはじまります
場合によってはイベントなど体験しやすい取組も⼀つ

集合的知性という⾔葉があります。個々のメンバーが発する
潜在的に有益な意⾒やアイデアを、組織に受け⼊れるために
多様な⾓度での「共有」と「対話」からはじまります

近年モチベーション1.0「⽣理的動機」→3.0「内発的動機」
と⾔われるように、アンケート調査や組織内対話から、理想
未来をやってみたいを共有しコアメンバーを構成します

問題の発⾒ではなく、⾃治は「問題が⾃発的に共
有される」⽂化を作れるかです。そのために学び
治せる場、課題に気づける多様な主体の場が重要
です

失敗をNGにしない、冷気循
環であなく、暖気循環のよ
うな課題解決組織をめざす

良い組織をつくる（組織成立の三要素） 進化し続ける（学習する組織）

全住民アンケート 地域円卓会議 社会実験

壁新聞

物々交換マーケット

39



＋α

交流⼈⼝強化から⽣まれる
コミュニティを中⼼とした これからの地域づくり

これまでの課題の向き合い方
「備えられない」ことを起点にした

課題への向き合い方

地域の
見守り活動 避難所

運営

平時の要支援者
||

課題発生時の要支援者
||

取り残される

未接続

事業活動

日常から
QOL
高める

平時と
同じ

QOL高める

コーディネーター活躍

災害・平時関係ない
暮らしを考える人材ニーズ

拾う
通常ライン 課題

発生

課題
発生

40

［課題を掴んだ未来の取り組みから考えてみる］
住⺠の声をベースに課題解決の先⾏事例を学ぶ

全住⺠アンケートの次の⼀⼿の活⽤
と、

住⺠主体の巻き込み事例

41

市民

住民
プレイヤー

SEIN

＋
大阪府住宅供給公社

協働事業

当初の関係性 現在の関係性

市民

住民
プレイヤー

SEIN

＋
大阪府住宅供給公社

協働事業＆プラットフォーム構築

団地
ライフラボ

自治会

泉北
財団

助成

交流人口拡大



空きストック活用型居場所

▶住民の得意を持ち寄るコミュニティ
42

団地の集会所に「としょかん」をつくろう︕茶⼭台としょかん

▶茶山台選択理由

• 公的賃貸居住率高く、住民の流動性が高い地
域。

• 高齢化率が相対的に高い 一方で、子ども人
口が増えている

• 子ども会が解散し、引きこもりの課題など統計
に出ない課題が隠れている

▶地域資源

• 自治会高齢化を補う、コミュニティスペース
• 有償ボランティアによる運営

• 子どもが集い多世代交流のニーズがよく聞か
れる

l⼈⼝ 4,379⼈
世帯数 2,506世帯

l⾼齢化率 ４０．１％

2022年07⽉
公社茶⼭台団地を含む茶⼭台２丁

2022年03⽉
南区茶⼭台２丁
⾼齢化率 35.7
内 後期⾼齢者 54%
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事業のスタートの時に考えていた変化をめざしたプロセス

44

業務委託１年⽬の実績

アンケート
有償

ボランティア

としょだより
住⺠デザイナー

積ん読

カフェ

オトナカイギ

The

ちゃやま

ちゃやま

⼤学

⼿仕事の

会

としょだより
惣菜カフェ

⽴ち上げ

レモン

45



住⺠ひとり⼀⼈の「得意なこと」を持ち寄るコミュニティへと変化

１
意味を共有する

２
対話を促す

３
動機づける

４
学習する

５
循環をつくる

気
"
#
前

気
"
%
&
後

コミュニティを中心に寄せる

居場所

情報誌

オトナカイギ

寄
付
#
本
棚

土
曜
日
#
移
動
販
売

居場所

違和感でアンケート

アンケート

住民の声
集めてみた
＋

●●得意な
人情報を集める

食の
コミュニティ

声を共有して新しい事業を

クラファン失敗
不足分を住民
参加DIYで実施
作業日
のべ24日

参加者
のべ181人

高め合う住民コミュニティに

多様なコミュニティを生む ネットワークの連携 一人の声を見逃さない 私の声って伝えて良いんだ

復活子ども会

としょかん

実行委員会

DIYのいえ

DaddysBar

状況に

応じて
コミュニティ
が連携
する

茶交会

ちゃやミーツ

ちゃやま

会議

みんなでプラレール

歴史小説まわし読み

友達とシルバニア

夏休みの宿題一人で
できない

実行委員会形式で定期的に声を集め
て、小さなコミュニティをサポートする

こんな事した

いな

諦めかけた

とりあえず伝

える

できるチーム

を探す

とりあえず
やってみる

誰かの声を人物図鑑でつないでいく
コーディネーターの増加

46

茶山台団地ってこんなところ

l⼤阪府住宅供給公社

l棟数・総⼾数 28棟・906⼾

l⼊居開始 1971年4年

47



日本全国で顕在化する団地の衰退

＜現状＞

l 約150⼾が空室に

l 名義⼈が65歳以上の世帯・・・46％

l ⼈⼝減少により近隣スーパーが撤退し、買い物困難者が発⽣

l 団地内コミュニティの若⼿の担い⼿が不⾜して活気が喪失
48

団地の集会所に「としょかん」をつくろう︕茶⼭台としょかん

▶茶山台選択理由

• 公的賃貸居住率高く、住民の流動性が高い地
域。

• 高齢化率が相対的に高い 一方で、子ども人
口が増えている

• 子ども会が解散し、引きこもりの課題など統計
に出ない課題が隠れている

▶地域資源

• 自治会高齢化を補う、コミュニティスペース
• 有償ボランティアによる運営

• 子どもが集い多世代交流のニーズがよく聞か
れる

l⼈⼝ 5,242⼈

l⾼齢化率 ４０．１％
名義⼈が65歳以上の世帯 46％
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本棚を作るところからスタート

何もなかった本棚

↓

住⼈さんからの寄贈
（5ヶ⽉）200冊集まる

↓

（現在）500冊ぐらい
まだまだ増え続けています︕

50

寄付書籍 約２０００冊
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としょかんの⽇常 ある⽇の1⽇

10時 開館

⼿仕事︓
⼦育てママ・団地住⼈さんで裁縫が得意な⽅

12時 休憩

13時 再開

ちゃやカフェ︓近所のお姉様⽅（団地住⼈）
⼿淹れコーヒーを⽚⼿によもやま話

15時 下校時間
⼩学⽣たちが「ただいまー」と寄って家に帰る

⼦ども時間︓
宿題・本を読む・ゲーム等

17時 閉館 閉館前にみんなで掃き掃除
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0円マーケット「まだ使えるのに捨てるのはもったいない」
目的

旧住民と新住民や、世代が違う
人同士が出会う場をつくる

収納に限界＋⼈⽣を重ねると価値も変化 = シェア



地域メディアを住⺠さんの得意で作成→みんなでポスティング

56

オトナカイギ→持ち寄り晩ごはん会

ワイワイご飯を食べながらお話
しし、
・アンケート記入について
・住人Maｐについて
・こども会について
課題や視点を共有

話し合えば、いろいろなアイデ
ア、視点が出てきます。
よりよい、住人さんにとって住み
よい街になるよう、
コミュニケーションってやっぱり
大切。

いつもの晩御飯＋ ⼀緒にたべる= ごちそう 57



つまづきケース① 居場所→共感→クラウドファンディングのつまづき

原因 解決策 目標

プロジェクトを進めるにあたって原因や問題構造を理解していれば解決できると理解していた

■当初理解していたプロセス

• 日常のちょっとした買
い物や生活支援の
ニーズ高まる

• 既存の活動やコミュニ
ティではフォローでき
ない孤立の問題

• 持ち寄り晩ごはん会
「通称 オトナカイギ」
の開催

• 全住民アンケートでの
困りごとの見える化

• クラウドファンディング
の実施

• 空室活用
• 惣菜屋さんをコミュニ
ティビジネス実施

クラウドファンディング
失敗

不足分を住民
参加DIYで実施
作業日
のべ24日

参加者
のべ181人

寄付の前にやるべきことの見落とし
1. 住民の顔は見えていた
2. 体験は共有した、活躍の器を提供できなかった
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- 1 - 
 

―世帯主の方またはそれに代わる代表者がご回答くださいー 

  茶 山 台 団 地 「 暮 ら し に 」 関 す る ア ン ケ ー ト 

【ご家族様について】

入居の皆様の家族等について              

ご入居の皆様の世帯主からみた家族等につ

いてお伺いします。     

問 1.世帯主さまの年齢をお答えください。 

（あてはまるものに〇をしてください） 

1. 20～30 代  

2. 40 代 

3. 50 代 

4. 60 代 

5. 70 代以上 

問 2. 世帯主さまの性別をお答えください。 

1.男 

2.女 

 

問 3.ご家族の人数をご記入ください。 

          名 

                                      

 問 4.家族構成についてお伺いします。 

問4-1.現在同居されているご家族の構成を 

お答えください。 

（あてはまるものに〇をしてください） 

1. 単身世帯 

2. 夫婦のみ世帯 

3. 二世帯同居 

（住宅の名義人と子の同居） 

4. 二世帯同居 

（住宅の名義人と子親世帯の同居） 

5. 三世帯同居 

6.その他 具体的に（         ） 

 

問 4-2.お子様がおられる場合   に人

数をご記入ください 

1. 3 歳未満          人  

2. 3～6 歳           人 

3. 7 歳～12 歳            人 

4. 13 歳～15 歳           人 

5. 16 歳～22 歳           人 

6. 22 歳から 39 歳        人 

7. 40 歳以上          人 

 

問 5.  

  介護が必要な方がいらっしゃる場合は人 

数をお書きください。     人 

                            

お住まいについて 

以前のお住まいと現在のお住まいについて

お伺いします。 

あてはまるものに〇をしてください。 

問 6. 茶山台団地にはどれくらいお住まい

ですか 

1.  1 年未満   

2.  1～10 年   

3.  10～20 年 

4.  20～30 年 

5.  30 年以上 

 

問7.茶山台団地にご入居前はどちらにお住

まいでしたか 

1. 公社の茶山台  

2. 泉北ニュータウン（公社団地以外） 

3. 堺市内  

4. 大阪府内  

5. 近畿圏内  

6. 5 以外の地域（          ） 

7. 国外 

 

問8.茶山台団地に入居した理由を以下から

お選びください 

1. 結婚した  

2. 家族が増えた  

3. 以前の住まいが手狭になった  

4. 転勤になった  

5. その他 

 

問9.現在お住いの住戸の階数をお答えくだ

さい。 

1. 1 階          4. 4 階 

2. 2 階      5. 5 階 

3. 3 階    



団地で起きている、いびつなコミュニティ形成状況

▶長く暮らす住民と短期間の居住の住民で断絶が起きている
1～10年 1～10年

Or
11～20年 31年以上 31年以上

20 ～ 30代 40代 50・60代 70代～

「暮らし」に関するアンケート調査結果2018年より(n=249)
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2.避難訓練・連絡体制など防災活動

19. 病後時保育や学童など・働く親への支援

12.通院など移動の支援活動

3.見回りなど、防犯・交通安全活動

21.子育て相談が出来る人や相談の場

13.日常的に必要な物の買い物の支援

10.生活支援活動（見守り・家事支援等）

1.地域・団体内での近隣の住民との関わり合い・近所付き合い

16.子どもの居場所

11.食生活を支える活動（野菜・惣菜等販売）

20-30代 40-50代 60代以上

１位

２位

３位

４位

２位

３位

４位

１位

２位

１位

３位

４位

61



▶世代とライフサイクルごとにニーズが対立する

①病児保育働き⽅⽀援
②⼦育て相談
③⼦どもの居場所

①移動⽀援
②防災活動
③買い物⽀援

①防災活動
②相談の場
③⼦どもの居場所
③地域の⾒守り

「⽣活する上での困っていること」「暮らし」に関するアンケート調査結果2018年より(n=249)

20-30代40・50代 60代～

62

問33.34 地域内外で実施されている地域住⺠が⾃ら⾏う活動・事業に対す
る、あなたにとっての重要度（これからは これが⼤切だ）・満⾜度（今の
取り組みに満⾜しているか）の差

30代 60代以上
１位

３位

1位
3位

１位

-92
-91

-87
-82
-82

-79
-78

-72
-71
-71

-66
-63

-59
-58
-58

-57
-57

-50
-48

-47
-47

-40
-40

-36
-28

-24
-15

-9

-100-90-80-70-60-50-40-30-20-100

子育て相談が出来る人や相談の場

病後時保育や学童など働き方の支援

通院など移動の支援活動

日常的に必要な買い物の支援

子どもの居場所づくり

生活支援活動（見守り・家事支援等）

避難訓練・連絡体制など防災活動

子育て中の保護者同士の関わり

見回りなど、防犯・交通安全活動

習い事や学習塾など学校以外の子どもの教育の場

散策、収穫体験など、地域の魅力を体験する活動

体操教室など健康づくりの活動

住民との交流など、新しい住民の受け入れ活動

寄合い･サロン等生きがいづくり活動

登校時の見守りなど、子どもの安全を支える活動

食生活を支える活動（野菜・惣菜等販売）

子ども会など、子ども対象の行事

集会所など共用部の維持管理

特産品の開発など、地域の産物を販売する活動

広報紙や回覧板など、地区内での情報共有

電子メールなど、IT を活用した住民向けの広報・…
地域・団体内での近隣の住民との関わり合い・近…

生涯学習関連のサークル・教室活動

スポーツ関連のサークル・教室活動

外部（団地外）への魅力発信・広報

茶山台校区夏祭り等、祭礼・イベント

婚活イベント、紹介など、未婚・晩婚対策

運動会など、地域のスポーツ大会

満足度率（満足ー不満足）
重要度率（重要ー非重要）
満足度率ー重要度率

-57.39
※満足度が向上している

40-50代

１位

３位

２位

３位

３位

３位
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２０２３年（令和５年）度のクロス集計値

地域・団体内での近隣の住民との関わ

り合い・近所付き合い

避難訓練・連絡体制など防災活動

見回りなど、防犯・交通安全活動

集会所など共用部の維持管理

茶山台校区夏祭り等、祭礼・イベント

生涯学習関連のサークル・教室活動

スポーツ関連のサークル・教室活動

体操教室など健康づくりの活動
寄合い･サロン等生きがいづくり活動

生活支援活動（見守り・家事支援等）

食生活を支える活動（野

菜・惣菜等販売）

通院など移動の支援活動

日常的に必要な買い物の支援

運動会など、地域のスポーツ大会

登校時の見守りなど、子どもの安全を

支える活動

子どもの居場所づくり

子ども会など、子

ども対象の行事

子育て中の保

護者同士の…

病後時保育や学童など働き方の支援

習い事や学習塾など学校以外の子ども

の教育の場

子育て相談が出来る人や相談の場

散策、収穫体験など、地域の魅力を体

験する活動

特産品の開発など、地域の産物を販売

する活動

住民との交流など、新しい住民の受け

入れ活動

婚活イベント、紹介など、未婚・晩婚対

策

広報紙や回覧板など、地区内での情報共有

電子メールなど、IT を活用した住民向け
の広報・連絡

外部（団地外）への魅力

発信・広報

0

20

40

60

80

100

120

140

-10 0 10 20 30 40 50 60 70 80

満足度

重
要
度

令和5年（2023年）実施重要度満足度散布図
重要度が高く
満足度が低い

重要度が低く
満足度が低い

重要度率（重要ー非重要）
満足度率（満足ー不満足）
満足度ー重要度の平均

-57.39
※満足度が向上している
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参考 ２０１８年（平成３０年）度のクロス集計値

重要度が高く
満足度が低い

重要度が低く
満足度が高い

1. 地域・団地内での近隣の住民との関わりあい・近所付…

2. 避難訓練・連絡体制など防災活動重
要度

3. 見回りなど防犯・交通安全活動重要
度

4. 集会所など共用部の維持管理重要
度

5. 茶山台校区夏祭り等、祭礼・イベント重要度

6. 生涯学習関連のサークル・教室活動
重要度7. スポーツ関連のサークル・教室活動
重要度

8. 体操教室など健康づくりの活動重要
度

9. 寄合い･サロン等生きがいづくり活動…

10. 生活支援活動（見守り・家事支援… 11. 食生活を支える活動（野菜・惣菜等販売）重要度

12. 通院など移動の支援活動重要度

13. 日常的に必要な物の
買い物の支援重要度

14. 運動会など、地域のスポーツ大会
重要度

15. 登校時の見守りなど子どもの安全
を支える活動重要度

16. 子どもの居場所づくり重要度

17. 子ども会など子ども対象の行事重
要度

18. 子育て中の保護者同士の関わり重
要度

19. 病後時保育や学童など働き方の支…

20. 習い事や学習塾など学校以外の子
どもの教育の場重要度

21. 子育て相談が出来る人や相談の場
重要度

22. 散策、収穫体験など、地域の魅力
を体験する活動重要度

23. 特産品の開発など、地域の魅力を
体験する活動重要度

24. 住民との交流など、新しい住民の
受け入れ活動重要度

25. 婚活イベント、紹介など、結婚対策
重要度

26. 広報紙や回覧板など、地区内での情報共有重要度

27. 電子メールなど、IT を活用した住民向けの広報・連絡重要度

28. 外部（団地外）への魅力発信・広報重…

-50

0

50

100

150

200

250

-100 -50 0 50 100 150

満足度

重
要
度

満足度

平成30年1月実施 重要度満足度散布図

重要度率（重要ー非重要）
満足度率（満足ー不満足）
満足度ー重要度の平均

-102.1071429

重要度が低く
満足度が低い 65
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地域の声が
多くの住⺠から
集まる

地域の困りごとが
住⺠の間で
共有される

その困りごとを
住⺠が⼒を
合わせて解決する

資⾦
集め

苦戦︕
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自治会意義の地域住民が参画して惣菜屋DIY

▶はじまる前から、はじまっていた惣菜屋さん 68

惣菜を安価に提供する惣菜屋さんをスタート

▶一人のご飯でも、買うときはつながりがある 69



地域の居場所→密で高齢者だけの居場所に切り替え

▶子どもたちのカップラーメンばかり食べているという声 70

振り返ってみた 私の得意×求められること×やりたいことは
社会的孤⽴も防いでいた

「DIYでみんなで作る！」

DIYで居場所をみ
んなで作って、そ
こに得意な技を持
つ仲間が出会い
ました。

今ではDIY工房を
持ち、生活支援も
実施。

で得た小さなコミュニティ作戦
※弱者の戦略の実践

取り組みの裏側にある
一人ひとりの物語があり

社会的孤立に陥る危機を防いできた
71



多様なコーディネーターによる実⾏委員会形式に

ゼロ円マーケットに多世代の商品が集まる

総延長180.1mのプラレール

６つのシルバニアファミリー

世代で語り継がれる絵本
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発想を切り替えた途端、⼩さなコミュニティが団地に変化を⽣み出した

認知症を患ったご高齢のひとり暮らし女性

普段よりやまわけキッチンでテイクアウト
惣菜を買いに来ていた女性。いつも昼を食
べに来ているひとり暮らし男性。ボラン
ティア精神が強く、ちょっと困りごとはや
まわけキッチンを起点にサポート。ゆるや
かな見守り体制が生まれている。

ところが、認知症がコロナ禍で急加速し、
本人は「施設にはお世話にならない」。半
年前に、家で転倒。絶対安静に

そんなあるとき・・・予約日前日の確認を
病院が行うもつながらず。ボランティア男
性に連絡。
やまわけキッチンとご近所さんと連携し窓
ガラスから侵入し、トイレで倒れていた女
性を救出。一命をとりとめた。

認知症を患ったご高齢独り暮らし女性
の個人の見守りサポーター

パパ友飲み会が生み出した
２００人の持ち寄り花火大会

みんなでシルバニアしたい！の
声から生まれたティーパーティー

台風２１号のとき、ご近所との誰とも連絡を
取り合えなかったパパたち・・・
いざというときに役にも立てない、子どもの
お友達にも連絡取れないことに危機感を持っ
たパパたち。
「DaddysBar」と称して持ち寄り晩ごはん飲
み会を開催。

「夏祭りが今年も中止。浴衣が着れないって
子どもが嘆いていた。」
校庭の使い方になれている野球監督、マイク
やイベント備品を持っている大学の先生、
PTAの役員をしているなどなど、、、得意を
重ねるとできそう。

でも準備には時間を賭けられないから、持ち
寄り手持ち花火で花火大会を開催。
小学校児童数２００名の学校に２７０名の参
加。

誰かの困ったは、知らない誰かの困りごと
実行委員会形式でつぶやきを拾う
小さなコミュニティの重なりに舵を切り、
実行委員会形式で多様なメンバーで構成す
る居場所運営を実施。

あるとき、「お家のシルバニアで一人で遊
んでも楽しくない。みんなで遊べないか
な」という１年生の児童。

会議で話し合い、シルバニアファミリーの
寄付を呼びかけると、引退したおもちゃが
５セット集まる。

さらに、「ドレスアップして遊べないか
な」という声から、シルバニア＆ドレス
アップティーパーティーを開催。
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２０２３年
入居率
93%

78

情報の流れの変化
↓

プレイヤー像の変化

［コミュニティビジネス×⾃治］

⾃⾛型⾃治モデルの追求
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新たな⽀援者の誕⽣︕
特定⾮営利活動法⼈団地ライフラボat茶⼭台

２級
建築士

社福
理事長

おかたづけ

プロ
社会
福祉士

80

「NPO法⼈団地ライフラボ＠茶⼭台」
↓

メンバー

代表理事 Iさん

公社茶山台団地2丁1番・2番子ども会会
長
若松台中学校PTA会長
社会福祉法人 障がい者支援施設 施設
長

理事 Nさん 社会福祉士・ケアマネ資格保有者
（現在は子育て中）

理事 Jさん 設計事務所 職員
建築士の卵

理事 Mさん 整理整頓プロ（SNS・フォロワー1万）
（UR在住・現在は幼稚園に勤務）

監事 Yさん 社会福祉法人 高齢者施設
施設長

メンバー Nさん 看護師
（コミュニティナース）

メンバー Sさん リラクゼーション・ハンドマッサージ
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ミッション
「⽇本⼀、多様な幸せを実現できる団地にしたい！」

概要
3年後のゴール：ソーシャル団地を⽣み出す。
ソーシャルビジネス・課題解決事業が⼊居し、
団地で起こる様々な課題に
“みんなのアイデア”で解決していく場所を作る。

柱１

団地専属

コミュニティワーカー
(コミュニティナース)

配置

柱２

担い手育成
（地域の自治力を高め
る・後期高齢者の
見守り等）

柱３

ソーシャル団地
整備事業

82
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1 年目：空室を活用した「まちの保健室」設置イメージ図

やまわけキッチン新設「まちの保健室」

対話の場・健康チェック

個別相談スペース
（相談ない時）リラックススペース お茶スペース

ちょっとしたドリンク

新設 茶山台ほけんしつ 既設 丘の上の惣菜屋さん
やまわけキッチン

２０２３年１０月～  「茶山台ほけんしつ」スタート
住⺠発のNPOが茶⼭台団地スマートエイジング拠点パートナーに！
スマートエイジングを⽬指し、地域の⽅の健康を⽀援します
⼤阪府住宅供給公社と様々な事業者が連携する団地内の保健室
帝塚⼭学院⼤学・社会医療法⼈⽣⻑会・グランドオーク百寿
特定⾮営利活動法⼈団地ライフラボat茶⼭台の４者協働



1. 団地カルテ作成
全住⺠アンケートの実施

アンケート調査に基づくコミュニティビジネスモデル仮説

2.避難訓練・連絡体制など防災活動

19. 病後時保育や学童など・働く親への支援

12.通院など移動の支援活動

3.見回りなど、防犯・交通安全活動

21.子育て相談が出来る人や相談の場

13.日常的に必要な物の買い物の支援

10.生活支援活動（見守り・家事支援等）

1.地域・団体内での近隣の住民との関わり合い・近所付き合い

16.子どもの居場所

11.食生活を支える活動（野菜・惣菜等販売）

20-30代 40-50代 60代以上

１位

２位

３位

４位

２位

３位

４位

１位

２位

１位

３位

４位

５位

５位

５位
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●法⼈任意後⾒⼈の実施

２０２４年春以降
アンケート調査に基づくコミュニティビジネスモデル仮説

●団地内モビリティ

●アップサイクル／
リサイクル事業化

●レンタルスペース事業化
引用 南花台クルクル

引用 LFCコンポスト

仮称 ちゃやモックル仮称 茶山台 鍵預かりSOS
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実行団体 当事者

実行会議

資金分配団体
私たち

コミュニティ（小学校区単位・連合自治会単位）

• 伴走支援
• コーディ
ネート

相談
協働解決

• 実行団体と
協働でフォ
ロー

• 日頃のコミュ
ニケーション

泉北ニュータウン

助成

新たな
寄付者

行政
自治会
企業

協働する
地域団体

参画

収入構造の

ポートフォリオ化
支援

伴走支援の枠組み
⽀援者のネットワークを構築し、地域経済が持続的に循環する⾃治モデル

事業＋居場所
による

参加参画
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理想の団地像を⽣み出すためアウトカム

セオリーオブチェンジ
2024/03/04 ver04

茶山台構想
～（仮）自立をテーマとした団地再生短期評価指標～

中長期アウトカム

① 地 域 コ
ミュニティ
が主体的に
活動や取り
組みをする
ためのハー
ド整備や既
存施設の活
用

①地域コミュ
ニティが主導
し、活動を企
画・実施でき
る

③地域コミュ
ニティが団地
資源を活用し
事業を進めて
いる

アウトカム１ アウトカム１

③-1社会的孤立が解消する

アウトカム

アウトカム
④社会的課題が
解決する
（地域福祉の推進）

アウトカム
⑥住み慣れた地域で
いつまでも健康で
安全・快適に
暮らし続けられる

アウトカム
②居住意向が高まる
・入居者の定着化（住み続けたい）
・入居者の誘引（住んでみたい）

③-3地域力が醸成される

アウトカム

③-2健康寿命が延伸する

アウトカム

短期アウトカム

②各運営事業
者の協働体制
（ネットワー
ク）ができて
いる

④住民の活
動・参画・
つながりの場
ができている

⑤困りごとの
助け合い
ネットワーク
ができている

アウトカム２アウトカム２アウトカム２
④住民の活
動・参画・
つながりの場
ができている

アウトカム３

⑥健康意識が
高まる

アウトカム３

⑦高齢者の活
躍の機会が増
える

アウトカム３
⑧多世代の交
流の機会が増
える

アウトカム３
⑨近所の知り
合い・つきあ
いが増える

アウトカム３

⑩困りごとが
相談できる
機会が増える

アウトカム３

⑪団地の認知
度が高まる

アウトカム４

短期アウトカム
⑤団地に満足する
・福祉・健康・子育て環境

②茶山台と
しょかんの
継続

③キッチン
カーや惣菜
販売するア
ウトリーチ

アウトプット１①

④自治を支
える地域資
源活用ルー
ルの設定と
活用

⑤茶山台で
生まれてい
る住民自治
の「自立」
を見据えた
サポート

⑥コミュニ
ティビジネ
スモデルを
支える自治
会の中間支
援強化

仕組み

⑦自立した
運営体制に
向けた仕組
み構築の支
援策につい
ての提案

⑧新しい集
会所の住民
主体の自治
モデル構築

⑨自治を支
える地域資
源活用ルー
ルの設定

⑩災害への
備え

施設・環境

⑪7棟集会
所の管理運
営や活用・
活動場所

⑫孤立を生
み出さない、
地域の声・
困り事をみ
んなのアイ
デアで解決
する関係づ
くりの機会
がある

⑬ ボ ラ ン
ティアの得
意なこと、
有償化によ
る 責 任 を
もった支え
合い活動の
強化

⑭支援が必
要な方の早
期発見がで
きる

担い⼿
参加の
仕組み

⑯利用者か
らのプレイ
ヤー発掘

⑱ 住 民 コ
ミュニティ
ナース（見
守りの目）
が増える

⑳マルシェ
などの継続
開催

21移動販売
の拡大

22花壇、菜
園の整備

機会提供

23まちかど
保健室（帝
塚山学院大
学）の実施

24まちかど
保健室（社
会医療法人
生長会）

25茶山台ほ
けんしつ

事業の実施

26団地内集
会所を活用
した交流拠
点「茶山台
と し ょ か
ん」の運営

27DIY のい
えの運営

28新たなモ
ビリティに
よる団地住
民の移動支
援

29高齢世帯
に場

30子育て世
帯に交流の
場がある

新しいコミュニティ事業

団地の認知度が⾼まる

31団地内資
源の可視化
ルート表示

32茶山台団
地の広報活
動

33外部のプ
レイヤーと
の繋がりや、
発掘に繋が
る

34住民間の
コ ミ ュ ニ
ケーション
づくり

アウトプット１②アウトプット１③

アウトプット１④アウトプット１⑤

アウトプット１⑥アウトプット１⑦

アウトプット１⑧アウトプット１⑨

アウトプット１⑩アウトプット１⑪

アウトプット2⑯ アウトプット２⑱

アウトプット３⑳アウトプット３㉑

アウトプット３２２

アウトプット３２６アウトプット３２３

アウトプット３２１

アウトプット３２５

アウトプット３２７ アウトプット３２８アウトプット３２９アウトプット３３０

アウトプット３３１ アウトプット３３２

アウトプット３３３ アウトプット３３４

財源資源

アウトプット１⑫アウトプット１⑬ アウトプット１⑭

みんなのアイデアで
解決する関係づくり

短期プット

アウトカム
①満足度が向上する

⑮多様な担
い手の関わ
りが生まれ
ている

⑰「社会的
孤立状態」
にある人の
コ ミ ュ ニ
ティ参加の
仕組みが整
う

⑲食を通し
た、住民さ
んの日常の
暮らしの見
守り

アウトプット２⑮ アウトプット２⑰ アウトプット２⑲

（１）プラットフォームの構築 （２）地域主体の環境
 取り組みの実施

（３）ちゃやま会議参加団体の事業 （４）広報活動

出典 茶山台構想会議説明資料

案



まとめ

茶山台団地の仮説

日本一多様な幸せが実現する
団地をめざしている

住民が「幸せ」を実現するためには？

その調査は誰のために、
誰が動くための数字か？

普通にあるその統計データが

誰の事実を表現し
誰を動かしたいのか？

そのためには、誰の
どの事実を伝える？

誰か一人の困りごとは
同じ構造や状況で

同じ困りごとが発生していないか？
それを語るために
調査は裏切らない

問題構造を掴むためには
思い込みやニュースを参照しない
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